
 

雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り 

 
 

 

日
以
上
早
い
梅
雨
入
り
と
な
り
、
全
国

的
に
は
、
す
で
に
大
雨
に
よ
る
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
地
震
も

頻
発
し
て
お
り
、
今
後
の
災
害
に
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
非
常
持

出
品
と
と
も
に
準
備
が
必
要
な
非
常
食
。

皆
さ
ん
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？ 

 

現
在
、
日
頃
使
え
る
備
蓄
食
品
の
サ
ン

プ
ル
を
数
人
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
非
常
時
に

必
要
な
食
材
を
備
蓄
し
て
お
く
『
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
』
を
地
域
に
広
め
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

気
に
な
る
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
所
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

今
年 

月
で
６
年
目
を
迎
え
る
住
民

自
治
組
織
で
す
が
、
様
々
な
活
動
を
支
え

て
い
る
の
が
５
つ
の
専
門
部
会
。
そ
れ
ぞ

れ
、
部
会
員
が
積
極
的
に
事
業
の
企
画
・

運
営
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
部
会
の
イ
チ
押
し
の
事
業
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
１
回
目
は
「
つ
く

る
部
会
」
和
気
あ
い
あ
い
と
、
自
分
達
も

楽
し
め
る
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

１０ ◆
中
津
江
住
民
ツ
ア
ー 

 

地
域
の
人
で
も
知
ら
な
い
観
光 

 

ス
ポ
ッ
ト
に
目
を
向
け
、
部
会 

 

で
作
成
し
た
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を 

 

も
と
に
し
た
ツ
ア
ー
企
画
。
今 

 

年
は
第
３
弾
の
開
催
と
外
部
向 

 

け
実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
！ 

◆
都
市
部
で
の
地
域
Ｐ
Ｒ
事
業 

 

９
月
、
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ 

 

る
西
日
本
陶
磁
器
フ
ェ
ス
タ
に 

 

参
加
し
、
地
域
の
魅
力
を
都
市 

 

部
に
発
信
。
地
域
産
品
の
販
売 

 
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
！ 

つ
く
る
部
会 
部
会
長 

 
 

長
谷
部
知
秀 
さ
ん 
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５
月 

日
に
振
興
協
議
会
の
通
常
委
員
会

を
開
催
。
昨
年
度
の
実
績
報
告
を
行
い
、
本

年
度
の
事
業
計
画
や
役
員
体
制
な
ど
に
つ

い
て
審
議
い
た
だ
き
、
新
年
度
の
活
動
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

《
令
和
５
年
度
役
員
体
制
》 

◎
会 

長 

髙
木 

 

望 

さ
ん 

◎
副
会
長 

松
野 

 

忠 

さ
ん 

◎ 

〃 
 

古
澤 

厚
美 

さ
ん 

◎ 

〃 
 

石
川 

國
弘 

さ
ん 

◎
部
会
長 

遠
坂 

洋
行 

さ
ん(

ま
な
ぶ) 

◎ 

〃 
 

鷹
野 

恵
祐 

さ
ん(

く
ら
す) 

◎ 

〃 
 

石
川 

元
和 

さ
ん(

ま
も
る) 

◎ 

〃 
 

長
谷
部
知
秀 

さ
ん(

つ
く
る) 

◎ 

〃 
 

壽
山 

慎
一 

さ
ん(

つ
ど
う) 

《新会長》 

髙木 望さん 

１9 

 

 

日
頃
の
食
材
を
非
常
食
と 

 

し
て
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
！ 

災
害
に
備
え
て
・
・ 

1０ 

はじめよう！おうちで
楽しく食品ストック 

 

人
口
減
少
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
心
豊
か
で
楽

し
い
地
域
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

大
切
な
も
の
を
守
り
つ
つ 

 

変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
！ 

色
ん
な
活
動
が

地
域
活
性
化
の

糸
口
に
な
れ
ば

と
、
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 



  

 秋のイベントとして定着している「中津江村
ふるさとまつり」昨年の４０回を機にゼロから
見直していこうと、先月『ゆるっと雑談会』を開
催しました。3 班に分かれてイベント内容や実
施場所などを話す、ゆるっと自由な意見交換が
テーマでしたが、２０名の参加者からは予想以
上？に真面目な意見が続出！地域を思う気持ち
のあふれる場となりました。 

◆伊藤大輔コンサート 九州編 partⅡ 
  6 月 25 日(日) 14：00～旧野田小学校講堂 
◆なかつえ新鮮野菜市（月 1 回開催） 
  6 月 26 日(月) 11：00～事務所前 
◆老松様の麦もちつき祭  
  7 月 15 日(土) 10：00 頃～宮園津江神社 
◆一斉道路愛護作業（1 回目の基準日）  
  7 月 23 日(日) 各地区で日程等は異なります 
◆日田祇園祭  
  7 月 22 日(土)、23 日(日) 隈・竹田・豆田 

◆リバスタ 2023（災害復興祭） 
  7 月 30 日(日) 時間未定～市ノ瀬公園周辺 

 そして今回、若い世代を中心に実施手法や、
ざっくりとした本番までの取組み方を考える
『ぼちぼちミーティング』を開催。キーワード
である ”みんなで楽しく” を確認しながら、主
体的に企画していくグループ作りを検討。次回
以降、具体的な内容の話をしながら、じわっと
動きはじめることになりました。乞うご期待！ 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

赤星 摩和（まお）ちゃん 
 （栃原）10カ月 
 令和４年生まれ 

  
手足の力が強く、10 カ月にしてつかまり立ち、 
スピードのあるハイハイが得意という、まお君。 
歴史好きなお父さんが付けた名前だそうです。 
保育園でも、あちこちと活発に動き回り、八所の
ひぃおばあちゃんと遊んでいても、すぐにハイ
ハイで脱走(^^♪数多くの予防接種でも泣かず
じまいだったとか。 
玉子ボーロや味の付いたご飯が大好きで、絵本
の固い角やビニール袋を噛んで遊んだり、仲の
良いお兄ちゃん、お姉ちゃんと指遊びしたり。 
 ご両親から…4 人の子どもの中で一番活発な
摩和くん、ケガをしないように元気で、大きく育
ってね！ 
 

  つれづれ  
東北まで全ての地域で梅雨入りした日本。
大降りでなければ作物には恵みの雨だが、
やはり晴れてた方が気持ちいい。今の時期
は『梅雨ダル』っていう、カラダもココロ
も不調になる症状が出る方も多いらしく、
人にとっては不快な虫も出始めて『梅雨ダ
ル』でなくても気が滅入る。（雨を楽しめ
る事もモチロン沢山ありますが♪） 
梅雨の晴れ間を狙って、雑草を刈ろうと機
械をいじり、刃を替えたり燃料を補給して
いる先からポツポツと…「あ～、仕方ねぇ
なぁ」と早々に引き上げると、隣では髪を
いじりながら…「私が切る時は晴れなのに
ね！あ～髪の毛がウネウネして嫌！良いわ
ね～頭のこととか考えずにすんで！」って
“どーせ雨男だし、頭に金かけない分アル
コールに回してるんだよ！“ と雨空の中、
ココロの梅雨ダルを酒で解消しながら、今
回も声には出せずにつぶやいた〔英〕 

 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・・ 

 上津江生まれの吉秋さん。最近 
足腰が弱ってきたと言うものの、 
金曜日のカフェや野菜市に自家 
用車で顔を出してくれたり、時間 
がある時の散歩や漢字パズルが 
日課とのこと。初めて勤務した 
上津江役場には 1 時間半かけて 
自転車で通っていた事や、退職後にご夫婦での 
海外旅行や高齢者大学での勉強が楽しかったと
振り返る吉秋さん。今は間地銀座を独り占めで
少し寂しいようですが、老人クラブや宮園神社
の会計など、丸蔵地域に貢献してくださいまし
た。柔和で優しい言動は、仕事でお世話になっ
ていた役場時代と変わりません。これからも長
い経験と知識を地域に活かしてください。 

 地域のお宝！ 
今月の赤ちゃん・・・ 

平野吉秋 さん 
 (間地）９１歳 
昭和6年生まれ 

 

『ゆるっと』から『ぼちぼち』そして・・『じわっと』動きはじめます 

キーワードは、みんなで楽しく！ “ふるさとまつり” 

今後の地域イベント などなど 


